
中町
 naka

mach
i

　

７
月
の
第
４
日
曜
日
、
こ
の
日
は
小

城
町
が
熱
く
盛
り
上
が
る
、「
小
城
祇

園
夏
祭
り
」の
日
。
祇
園
夏
祭
り
は〝
前

夜
祭
〞
と
山
を
挽
く
〝
本
祭
り
〞
の
２

日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

上
町
、
中
町
、
下
町
地
区
は
、
そ
れ

ぞ
れ
須
賀
神
社
を
目
指
し
て
巨
大
な
山

を
挽
い
て
い
き
ま
す
。

　

男
た
ち
の
力
強
い
か
け
声
、
子
ど
も

た
ち
が
打
つ
締
太
鼓
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

音
色
や
元
気
い
っ
ぱ
い
の
か
け
声
が
空

に
響
き
渡
り
ま
す
。

　

山
に
は
昔
の
軍
事
訓
練
の
名
残
り
か

ら
２
体
の
凛
々
し
い
武
将
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
山
挽
き
の
様
子
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

一
番
手
を
走
る
鮮
や
か
な
朱
色
の
山

は
上
町
。
テ
ー
マ
は
「
大
阪
冬
の
陣
」。

伊
達
政
宗
と
真
田
幸
村
の
武
将
が
飾
ら

れ
、
青
い
ハ
ッ
ピ
を
来
た
男
た
ち
が
力

強
く
挽
い
て
い
き
ま
す
。

　

二
番
手
の
迫
力
の
あ
る
龍
が
飛
び
出

し
た
山
は
中
町
。「
龍
伝
」
を
テ
ー
マ

に
勇
壮
な
上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
が
飾

ら
れ
、
白
い
ハ
ッ
ピ
の
男
た
ち
が
勢
い

よ
く
山
を
挽
い
て
い
き
ま
す
。

　

三
番
手
は
昔
な
が
ら
の
手
作
り
の
山

の
下
町
。「
白
石
城
の
戦
い
」
を
テ
ー

マ
に
伊
達
政
宗
と
上
杉
景
勝
を
担
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
の
「
エ
ン
エ
ン
エ
ン
ヤ
ッ

華
や
か
な
山

７
０
０
年
近
い
歴
史
を
持
つ
「
小
城
祇
園
夏
祭
り
」。

祭
り
に
関
わ
る
人
々
と
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

上町
 kam

imac
hi

伝統の山挽、
小城祇園夏祭り

ひ

し
め
だ
い  

こ



下町
 shim

omac
hi

サ
ー
、
ヤ
ー
こ
の
山
は
た
い
へ
い

じ
ゃ
ー
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、
大

太
鼓
が
鳴
り
響
き
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
日
は
須
賀
神
社
周
辺
が
い

つ
も
と
違
っ
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　「小城祇園夏祭り（山挽祇園）」は、700年近い歴史を誇る小城の伝統行事です。
　その起源は、鎌倉時代末期に関東から来て、小城の町を造った千葉胤貞が、軍事訓練を兼ねて、祇
園会の祭りに山挽き神事を行ったことによります。
　五穀豊穣・疫病退散・地域の安全を祈願する祭りとして、千葉氏滅亡後も、小城藩主となった鍋島
家によって受け継がれ、今日に伝わっています。祇園には１月の花紫祇園、７月の山挽祇園、９月の

柿祇園の三大祇園があり、中でも７月の山挽祇園は男らしく勇壮です。
　藩政期の祭りの盛況ぶりは「見事見るには博多の祇園、人間見るには小城の祇園」とうた
われたほどでした。

　同神社はもともと祇園社でしたが、明治期の廃仏毀釈により須賀神社になりました。
こうしたことから今でも親愛の情を込めて、“お祇園さん”と呼ばれています。
　昔は見物客も多く、大変賑わっていましたが、今では大分減って来たように感じます。
また、以前の賑わいを取り戻せたらと思います。

須賀神社　南里宮司

たねさだ

はいぶつ きしゃく



　

上
町
・
中
町
・
下
町
地
区
の
ど
の
山
も
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
昔
か
ら
の
材
料
と
組
み
立
て
方
を
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
が
下
町
の
山
。

竹
と
藁
と
縄
と
葛
で
造
ら
れ
た
こ
の
山
鉾
は
、
千
葉
胤
貞
の
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
ま

す
。
山
お
こ
し
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総
出
で
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
山
お
こ
し
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「子どもの頃から音頭取りや挽き手として参加していました。とにかく楽しかった思い出ばか
りで、今でも太鼓の音が聞こえるとそわそわしてきます。祭りの時に祖母が浴衣を新調してくれ
ていたことも懐かしい思い出です」と。祭りの伝統の火が消えないように、と様々な資料をまと
め継承のため尽力されています。

祭
り
の
支
度

於保芳彦 元下町区長／前小城町山鉾保存会会長さん

わ
ら

か
ず
ら

や
ま
ほ
こ

た
ね
さ
だ

ほ
う
ふ
つ

やぐら こう  し

かずら

◆人形作り
　下町公民館の中では人形
作りが行われています。毎
年、テーマに合わせ、華や
かで力強い武将の人形が作
られます。人形の本体に武
将に合わせた表情、化粧を
施していきます。また、祇
園祭りは別名「うちわ祇園」
とも呼ばれており、その由
来となる大きなうちわも作
られています。　　　　　　
　　　　　

◆櫓の格子作り
　下町公民館では役割分担し作業が進められてい
ます。女性は竹の笹を削ぎ、男性は山を組むため
の葛をハンマーで叩き、しならせます。また、一

方では、櫓の
格子を作るた
め、竹に縄を
編んでいきま
す。縄はしめ
縄になってお
り、編み方も
受け継がれて
きた方法で編
まれています。

こ
こ
が
格
子
で
す



塩水汲み

「私は20歳頃に下町に越して来まして、山の挽き手として参加しました。祭りは昔から大好きで、
それから50年が経ちます。」。手先が器用な大石さんは山の壁を組むためのしめ縄作りを得意と
されています。最近では農家の人が少なくなり、しめ縄の編み方を知っている人も減って来てい
る中で、大事な存在です。

大石吉次さん

◆山の組み立て
　山の骨格とな

る丸太を、櫓に
縄でしっかりと
結びつけて行き
ます。櫓と台車
の固定が完成し
たら、次に丸太
と竹を使って櫓の周りに床を作ります。ここが
子どもたちが棒を振る、舞台となります。その
後、格子を櫓の壁として取付けますが、大人の
男性が数人がかりでもかなりの力仕事です。

◆塩水汲み
　縁起担ぎのために行われている「塩
水汲み」。祭りの１週間前の朝一番に有

明海から葦と海水を汲み取り、それを
須賀神社にて、清めてもらいます。清
められた葦と海水を子どもたちが町内
の家々を回り、配ります。小さい時か
ら子どもたちだけでやっているので、
しっかり務めています。

清められた葦

あし

やぐら



前
夜
祭
・
本
祭
り

祇園コンサートを開催！祇園コンサートを開催！

７
月
23
日（
土
）

24
日（
日
）◎
出
陣
式
10
時

◎
上
り
山
10
時
30
分

◎
下
り
山
17
時

◎
19
時
開
始
予
定

祭りマップ

～

前夜祭

前夜祭

前夜祭

前夜祭

前夜祭

前夜祭

前夜祭

7月 23日（土）

小柳酒造

18：00　開場
18：30　開演

夏の夜空に爽やかな音色が響き渡ります。

日時

会場

ミック＆スティングレー
（昭和のミュージック）

出演

昨
年
の
様
子

入場
無料



　今年のテーマは新田義
貞が海に剣をしずめて海
の波を鎮めたという伝説
から、東北の海を鎮めたい
との思いで決めました。祭
りは地域の団結が大事で
すね。昔は紙粘土だった人
形は、理容師さんから練習
用のマネキンを譲ってい
ただいたり、仕立てが得意
な方には衣装づくりをお
願いしています。上町の山
は１ｔと非常に重いので、
町の皆さんの協力なしに
はできません。一致団結し
て、皆で楽しく祇園祭りを
迎えたいですね。　

　中町は今年、「頑張ろう
東北」をテーマに山の準
備を進めています。週３
回、約２０人で人形の制
作をしています。新興住
宅が多く、若い方も多い
のですが、非常に団結が
強く、皆さん、お仕事終わ
りや日曜の朝から人形の
制作に取り組んでくださ
います。子どもたちの元
気なお囃子や「東北に
エールを！」との思いを
込めたこだわりの山をぜ
ひ見ていただきたいです
ね。

３区長が思いを語る

上町　副島幹生区長
そえじまみき  お

つつみとしあき

みず た  ひであき

　この下町で生まれ育っ
た私にとって祇園祭は自
分をえる、人格形成の場
でもあります。また、下町
は昔ながらの手作りの山
ですので、地域を始め多
くの方の力が必要です。
この祇園祭りをこれから
も残していくため、地区
外からも山作りや山の挽
き手を募ります。当日の
みの参加も大歓迎です。
興味がある方はぜひご連
絡ください。
［問合せ］
　小城公民館桜岡支館　
　☎７３－３５６７　

下町　堤　昭 区長

中町　水田秀秋区長・
小城市山鉾保存会会長

祇園コンサートを開催！

国道203号線

小城町下町
交差点

スタート

須賀神社

至 佐賀

至 多久

小柳酒造

祭りマップ祭りマップ

階段に
ペットボトルの
灯篭

小柳酒造
祇園
コンサート

前夜祭
横町の
浮立が
スタート

小小城祇
園

夏祭り


